青明舎　　フェイスシート
　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小泉　志文　　様　　男・女　　　　　　昭和　60年　9月　6日生（23歳）

	
	住所　　三戸郡南部町字小泉14　　　　　　　　　　電話　0178-84-2258　/　090-8254-7334

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成13年（15歳）頃
	罹 患 期 間
	7年4ヶ月

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約1年7ヶ月

	医療機関
	　　さくら病院
	外来受診日
	2回/月（金曜日）

	医療区分
	国保・家族
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	不明
	有・無（精神2級）

	経済状況
	年金
	申請していない

	
	その他
	家族収入（専業農家）

	障害程度区分
	申請中
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	地域生活支援センター青明舎

	日中活動の場
	自宅

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	平成21年8月17日
	身長
	-
	体重
	-

	最終学歴
	仙台デザイン専門学校中退（1ヶ月）
	免許・資格
	医療事務2級

	職　歴
	ユニバース根城店（パン製造ブースの清掃）H19年6月～3ヶ月

	家族
	氏名
	続柄
	生活状況


	
	小泉　京子
	母
	父・兄・母で専業農家を営んでいる（米・長いも等）

年中、仕事をしている。母親は疾病に対する理解は薄く、病状が安定しないということで、“前世療法”という祈祷術を本人へ受けさせることもあった。

	
	・・・・・
	姉
	実家から独立し、東京で働いている。

	
	・・・・・
	祖母
	自宅で同居している。祖父はH21年の春に他界している。

	[image: image1.bmp]〔家族構成〕
	〔関係機関〕

〇さくら病院　0178-70-2011（担当：柳澤氏）

· 隔週（金曜日）で通院している

〇地域生活支援センター青明舎

0178-7-27-7094（担当：末政）

〇就労移行支援事業所　うみねこ幸房

　　　　　　0178-27-7095（担当：江刺家氏）

	〔生活歴/経過〕

　南部町（旧福祉村）にて同胞3名第3子次女として出生。福地小学校・福地中学校を経て、八戸東高等学校普通科へ進学。高校卒業後は仙台デザイン専門学校へ進学し、アパートで単身生活をしていた。専門学校へ進学後すぐに発病し1ヶ月で中退。平成17年に実家へ帰郷し、祖父母・両親・兄・本人の6人で暮らしていた。平成21年の春に祖父が他界し、現在は5人で暮らしている。小・中学校ではバスケット部・テニス部に所属しており、元来、活発な性格であった。学業は平均並みで、交友関係も適度に保っていた。

平成13年（15歳）頃より、対人面での不安感の訴えるようになり、仙台市内の心療内科を受診。カウンセリングを受けていたが、状態は改善しなかった。その後、宮城中央病院を紹介され、同院への通院を継続。「電磁波が来る」「人におとしめられる」等、まとまりのない言動も目立つようになり、地元での治療を勧められていた。平成17年に実家へ帰郷し、青森労災病院神経科を受診。初回のみ本人が受診し、以後は母親が代理受診している状況であった。幻聴・妄想等の症状は活発であり「この人（母親）は本物ではない。同級生の母親で、自分の人生を悪くする」等と話していたという。上記状態が持続しており、入院目的でさくら病院を紹介され、平成18年7月１日さくら病院を受診。入院には至らず、服薬調整を行い病状の安定化を図っていた。徐々に状態が安定してくると、アルバイトと医療事務の資格取得講座を始めたいと話し、平成19年6月頃より通院・服薬を中断。医療事務の資格は取得できたが、アルバイトは長続きせず3ヶ月間で辞め、自宅で無為に過ごしていた。病状は不安定であり、平成20年7月さくら病院を受診し初回入院となる（①～平成20年9月、医療保護）。経済的な理由もあり、病状が安定しないまま退院し、退院後2週間後、2回目の入院となる（②～平成21年2月、医療保護）。服薬では症状が改善せず、ECGを施行。幻聴・妄想等の症状は沈静化し、平成21年2月さくら病院退院。退院後は自宅療養となり、同院への外来通院（2回/月）・服薬を継続している。

〔治療歴〕

①平成13年頃　　 　　　　　 　　仙台市内の心療内科　　　　 通院

　　　　　～　平成17年　　　　　宮城中央病院心療内科　　　 通院

②平成17年～平成18年6月　　 　青森労災病院神経科　　　　 通院

③平成18年7月～平成19年7月　 　　さくら病院　　　　　　 通院

④平成20年7月～平成20年9月　　　　　〃　　　　　　　　　入院（医療保護）

⑤平成20年9月～平成21年2月　　　　　〃　　　　　　　　　入院（医療保護）

⑥平成21年2月～　　現在　　　　　　　 〃




	氏　名
	小泉　志文　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　60年　9月　6日（23歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長期）就労を目指し、訓練を行う

（短期）生活リズムや病状を崩さないように訓練を行う


	これまでの経過　（前回評価日　　なし　）

	就労についての相談
・　H20年9月、本人より就労したいという相談があり、青明舎へ来所。うみねこ幸房の利用や、就労前訓練としてパンションリヴィエラの清掃作業等を紹介し、母親同伴でうみねこ幸房を見学する。母親・本人から福祉的な環境下での訓練よりも一般に近い作業が良い、もう少し考えたいという希望があり、就労については保留状態であった。その後、すぐに病状が崩れ、さくら病院へ2回目の入院となる（～H21年2月）。

· H21.6.23、本人から「2月に退院してから手帳を取った。そろそろ就労訓練をしたい」という相談の電話がある。

見学・体験利用
· H21.7.3パンションリヴィエラの見学を実施。浴室や洗面台、トイレ、洗濯乾燥機など、共有スペースの清掃作業の見学を行う。作業内容は良いが、交通費がかかるということでパンションの清掃作業は断ることとなった。本人より「ワークみなと」にも相談してみたいという希望がある。

· H21.7.31、うみねこ幸房見学。ワークみなとにも相談してみたが、いい内容の仕事がなかったとのこと。作業中のメンバーの様子や実際の作業をみて、利用したいと話していた。

· H21.8.4、母親同伴で青明舎へ来所。うみねこ幸房サービス管理責任者も同席し、うみねこ幸房利用についての説明を行う。母親からも利用の希望があり、障害程度区分の受給者証が交付されるまで体験利用をすることとなる。

· H21.8.25～27、H21.9.1～2の計5日間体験利用実施。作業は問題なく行っており、本人も楽しいと話している。H21.9.7より週5日で正式に利用開始となる。

最近の経過

　さくら病院からの情報では、母親との関係性は不良であるとのこと。本人の病状が悪い時には、「この人は母親ではない」と妄想対象となっていた様子。また、面談を行った際にも、表面的には疾病について理解している様子はあるものの、本人に対する期待は高い印象が強かった。本人も母親が話している間は下を向いて、ほとんど目を合わせずに接していた。

病状については、服薬調整がなかなかうまくいかなかったが、ECGを施行してからは状態が安定しているとのこと。「体が変な動きになったり、頭痛がひどくなったりする」と病感はあり、通院・服薬を継続していくことも概ねは理解できている。

うみねこ幸房については、以前ベーカリーコーナーで働いていたこともあり、作業内容については自信があるという。実際の作業場面においても、一度アドバイスがあればすぐに実行でき、周囲をみながら、次々作業をこなすことができており、作業能力は非常に高い。一般就労に向け、訓練を行っていく。一度にあれもこれも頑張り過ぎないように随時、声かけを行っていく。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①情報収集、本人との信頼関係
	・　関わりがまだ浅いため、定期的に面接する場を儲け、信頼関係を構築していく。
	1ヶ月

	②就労支援
	· １週間毎に事業所のスタッフを含めて振り返りを行い、体調の確認と就労時間の延長について事業者とも検討していく。

· 疲れたときや体調が悪いときは自ら話すことができるが、こちらからも随時、無理の内容に声を掛けていく。

· 他メンバーとも適度に交流を図れているが、「話しかけられたくない時もあってちょっと困った」と話すこともあり、対人場面での様子も観察していく必要がある。

・　毎月、訓練状況についてさくら病院へ情報を伝える。


	

	③体調管理
	・自宅（南部町）から2時間掛けて歩いて帰っている。本人はダイエット目的と話しているが、訓練に支障が出ない程度に行うように随時声を掛けていく。

・さくら病院と情報交換をしながら本人のペースで訓練を実施していく。
	1ヶ月


プラン計画者　氏名：末政　絵美

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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25　会社員（東京在住）








